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皆さん毎日の作業ご苦労様です。 

 

GW出勤されました皆さん、大変ご苦労様でした。今月は、お客様の新センター引越し、新規業務の開

始などで全社とも忙しいシーズンになっておりますので、皆様の日頃のご協力にあらためて感謝申し上げ

ます。さて、当社グループも新規業務の開始と新しい事業所の開設を行いますので、皆さんにご報告いた

します。HPや Facebookなどでも随時発表しておりますので、ご存知の方もいらっしゃると思います。 

一つ目は、トラックや乗用車のボディーに広告・宣伝などをペイントする会社を作りました。これは、

地域の社会貢献とお客様へのサービス、自社グループの宣伝・求人を目的にして設立しました。今後は営

業収入を発生させられるように運営してまいります。皆さんの車両もデザインで希望があれば取り入れて

いきますので、是非ともご提案ください。 

二つ目は、新事業所の開設です。この度、同業他社から冷凍輸送を行っている部門を譲り受け、当社グ

ループの事業所にすることになりました。車両は２４両、スタッフは転籍で３０名、お客様は冷凍冷蔵関

係の大手をはじめとした企業です。既に業務は行っている会社ですので、次の全社会議である安全講習会

で詳細のご紹介を致します。これにより、当社グループは約１５０両、約２００名、年商約２０億円にな

ります。 

会社の規模は大きくなりますが、当社グループの目的は変わりません。社是にある「楽業皆悦」（業を楽

しみ、悦びを皆で分かち合うこと）です。昨今の業界情勢は、労働力不足が顕著であり、お客様から見た

運送会社の優劣も、量をこなせるかどうかが重要なポイントになっています。また、原価（燃料費・高速

道路料金）なども極度に値上がりしており、この交渉をいかに進められるか（値上げ交渉）が、ポイント

です。その為には、新しい仲間を増やし、お客様の仕事の中で当社グループがどれだけ重要なポジション

を確保できるかが、前述の交渉を有利に進められるかどうかの鍵になってくるのです。皆さんの所得、会

社の利益もここにかかっており、当社はその為に、全社一丸となってグループ拡大を目指しているところ

です。こうやって、同業他社との差別化を図り、当社グループにいる全員が豊かになり、当社グループの

お客様に満足頂き、当社グループに関係する皆さんで「悦びを分かち合う」ことを最大の目標にして今後

も活動をしてまいります。 

 

※ホームページ URL：http://www.shimizuunyu.net   検索エンジンから検索方法 HP・

Facebookともに、「清水運輸グループ」検索です。Facebook「いいね！」ボタンクリック

をお願いします！                   

 代表取締役 清水英次 
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    今月の社内報より事業所便りを掲載する事になりました。毎月 1つの事業所に取組等をご紹介して頂きます。 

     

    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

事故撲滅総決起集会！今年に入って大小 20件の事故が発生し苦戦中、私たちは立ち止まることが許

されない環境の中で孤独に戦っていました。 

 起きてしまったことを非難するのではなく、現状の自分たちの実力を全員で受け止める潔い集会だ

ったと思います、小池主任の厳しい表情といい全員が立ったままで進められた風景はまさに決起集会

そのもの、乗務員だけの会議は厳しいのですね・・・私が主催すると『みんな座ってよ』からです、

厳しい結果を踏まえれば乗務員の皆様が正しいと反省しきりです。 

 この集会から孤独な戦いから脱却できたら良いな～と感じています、もっともっと痛みを分かち合

える集団になれたら最高です。 

        

 4月 6日感謝祭開催！！羽生事業所では年 2回ですが家族に感謝する日を設けています、従業員

の皆様が元気に仕事をできるのも家族の支えが合ってのこと、会社としても推進したいもっとも大切

にしている『感謝』の気持ちです。 

企画立案は乗務員にお願いしています、まだまだ照れくささや恥ずかしさが見え隠れしていますが、

回を重ねるごとに大胆さが出てきてくれたら嬉しいな～なんて感じています。 

           

 

さぁ～新緑の季節です、5月は羽生コンペに 6月はソフトボール事業所交流戦を企画しています、

皆で楽しい 1日を過ごし、今を『ときめいて』みましょう。 

 

株式会社エスユーロジ羽生事業所所長 坂本広宣  

事業所便り 


